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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

 

 

楽
し
い
レ
ク
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

北
秋
田
地
区
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

連
絡
協
議
会
公
開
講
座
 

園
児
と
世
代
間
交
流

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学『
新
春
お
茶
会
』 

■
「
家
庭
介
護
講
座
Ｑ
＆
Ａ
」
 

開
催
日
　
３
月
11
日（
水
）
 

時
間
　
10
時
〜
正
午
 

場
所
　
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
 

内
容
　
自
宅
で
出
来
る
口
腔
ケ
ア
と
介
護

動
作
な
ど
に
つ
い
て
 

講
師
　
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
 

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
 

　
　
　
阿
仁
公
民
館
　
82 -

２
２
２
０
 

 ■
「
ひ
な
節
句
の
料
理
講
座
」
 

日
時
　
２
月
28
日（
土
）
 

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
頃
 

場
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
　
 

定
員
　
20
人（
先
着
順
）
 

講
師
　
田
村
弘
子
さ
ん
 

内
容
　
ひ
な
節
句
の
お
料
理
３
品
（
生
ち

ら
し
、ハ
マ
グ
リ
の
お
吸
物
、春
の
和
え
物
）

を
作
り
ま
す
 

参
加
費
　
材
料
代
　
１
５
０
０
円
程
度
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
 

申
込
期
間
　
２
月
16
日（
月
）午
前
９
時
か

ら
２
月
19
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ

し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

　
　
　
中
央
公
民
館
　
62-

１
１
３
０
 

 ■
「
白
神
こ
だ
ま
酵
母
パ
ン
づ
く
り

体
験
講
座
」
 

日
時
　
３
月
６
日（
金
）
 

時
間
　
８
時
30
分
〜
16
時
時
頃
 

場
所
　
あ
き
た
白
神
駅
隣
接
『
緑
地
等
管

理
中
央
セ
ン
タ
ー
』
※
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す（
詳
細
は
別
途
通
知
）
 

内
容
　
白
神
こ
だ
ま
酵
母
を
使
っ
た
パ
ン

作
り
体
験
 

講
師
　
あ
き
た
白
神
観
光
駅
長
 

材
料
代
　
１
０
０
０
円
程
度
 

定
員
　
10
人（
先
着
順
）
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具
、昼
食
 

　
　
　
合
川
公
民
館
　
78-

２
１
１
４
 

 ■
「
第
２
回
合
川
ろ
ば
た
講
座
」
 

日
時
　
２
月
24
日（
火
）
 

時
間
　
13
時
間
30
分
〜
15
時
30
分
 

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

内
容
　
「
こ
の
時
代
・
こ
の
人
〜
地
域
お

こ
し
と
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
」
 

講
師
　
木
越
恵
勇
さ
ん
 

対
象
　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
 

　
　
　
合
川
公
民
館
　
78-

２
１
１
４
 

    

　
北
秋
田
地
区

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

連
絡
協
議
会
主

催
の
公
開
講
座

が
１
月
19
日
、

中
央
公
民
館
を

会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
ス
ポ
ー
ツ
サ

ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
方
な
ど
約
70
人

が
参
加
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を

動
か
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

　
日
本
女
子
体
育
連
盟
社
会
体
育
ダ
ン
ス

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
指
導
員
・
大
友
友
子
さ
ん

の
指
導
で
の
び
の
び
と
手
足
の
運
動
を
展

開
。
ダ
ン
ス
と
互
い
の
交
流
で
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
冬
場
の
運
動
不

足
解
消
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
協
議
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
健
康
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

　
　
北
秋
田
地
区
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
連
絡
協
議
会
　
伊
藤
保
之
さ
ん
ま

で
　
63-

０
０
０
３
 

    　
高
齢
者
講
座
・
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の

趣
味
講
座「
新
春
お
茶
会
」が
１
月
21
日
、

合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

〝
大
学
生
〞ら
約
60
人
が
参
加
し
抹
茶
に
親

し
み
ま
し
た
。
 

　
新
春
お
茶
会
は
、
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
に

よ
る
気
軽
に
お
茶
を
楽
し
め
る
茶
席
で
、

あ
い
か
わ
保
育
園
年
長
児
と
の
交
流
も
兼

ね
た
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
大
学
生
と
園
児
が
互
い
に
お
菓
子
と
お

抹
茶
を
お
運
び
し
、
も
て
な
し
な
が
ら
作

法
を
学
び
ふ
れ
合
い
、
新
年
を
迎
え
気
持

ち
も
新
た
に
お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

  　
 

   

講
座
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
、
詳
細
を
お

尋
ね
に
な
り
た
い
方
は
各
公
民
館
ま
で
お
申

し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

▲園児からかわいいおもてなしを受けました 

■ 申 
■ 問 

■ 申 
■ 問 

■ 申 
■ 問 

■ 申 
■ 問 

■ 問 

■ 申 

■ 問 …問合せ先 

…申込先 

わだい 

わだい 

 

　「
魚
形
文
刻
石
」は
、
大
正
年
代
根
子
字
館
下

段
79
番
地
佐
藤
敬
吉
氏
の
屋
敷
内
か
ら
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
今
は
廃
校
に
な
っ
た
根
子
小
学
校

の
左
側
の
高
台
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
ー
の
巨
木
の

後
ろ
の
建
物
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
石
の
大
き
さ
は
、
高
さ
１
・
５
ｍ
、
底
径
63 

㎝
、
厚
さ
50 
㎝
の
安
山
岩
に
、
現
在
は
よ
く
読

み
取
れ
ま
せ
ん
が
、
一
尾
13
〜
32 
㎝
の
魚
の
絵

が
２
面
に
十
尾
ほ
ど
線
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

時
代
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
に
縄
文

時
代
中
期
の
根
子
遺
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
時
代
の
こ
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
内
に
は
子
吉
川
流
域
、
雄
物
川
流
域
に

も
同
じ
よ
う
な
刻
石
が
あ
り
、
県
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
縄
文
時
代
、
サ
ケ
・
マ
ス
の
大
群
が
産
卵
の

た
め
小
猿
部
川
を
の
ぼ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

同
地
区
で
も
縄
文
時
代
の
人
々
が
貴
重
な
タ
ン

パ
ク
源
を
確
保
す
る
た
め
、
神
に
祈
っ
た
様
子

が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
マ
ス
は
初
夏
及
び
真
夏

が
漁
獲
期
で「
夏
川
漁
」、
サ
ケ
は
９
月
か
ら
12

月
が
多
く
捕
れ
る「
秋
川
漁
」と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
北
秋
田
市
栄
字
田
沢
地
区
に「
ソ
コ
ベ
沢
」

と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、
米
代
川
か
ら
田

沢
川
に
産
卵
の
た
め
の
ぼ
っ
て
き
た
マ
ス
を
漁

獲
し
た
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
す
。 

　
近
所
に
住
む
老
夫
婦
の
話
に
よ
る
と
、
子
ど

も
の
頃
よ
く
石
に
登
り
魚
を
な
ぞ
っ
た
り
し
て

遊
ん
で
と
て
も
叱
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
。

地
区
内
で
は「
鮭
石
」と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
訪
れ
る
人
も
多
く
な
く
、
静
か
な

自
然
の
な
か
で
縄
文
時
代
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

▽
昭
和
30
年
１
月
県
指
定
有
形
文
化
財（
考
古
） 

▽
資
料
／「
あ
き
た
の
史
跡
・
考
古
」（
秋
田
県
教

育
委
員
会
）／「
説
明
板
」　
他 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
内
捷
二 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

  

県
指
定
有
形
文
化
財 

　
　
「
魚
形
文
刻
石
」 

所
在
地
　
北
秋
田
市
根
子
館
下
段
44 

　
　
　
　
　
　
　（
根
子
小
学
校
跡
） 

管
理
者
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会 ▲魚形文刻石（鮭石） 

火
災
か
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守
ろ
う 

 

ぎ
ょ
け
い
も
ん
こ
く
せ
き 

　
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」。

前
日
の
25
日
、昨
年
12
月
に
国
指
定

有
形
重
要
文
化
財
に
な
っ
た「
金
家

住
宅
」で
火
災
想
定
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
金
家
住
宅
は
、和
館
と
洋
館
が
好

対
照
を
な
す
東
北
地
方
で
は
数
少

な
い
大
型
の
和
洋
並
列
住
宅
。近
代

和
風
建
築
と
し
て
、秋
田
県
で
は
初

の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
は
市
教
育
委
員
会
職
員
、

本
城
自
治
会
、消
防
団
森
吉
支
団
第

２
分
団
、地
域
住
民
な
ど
約
80
人
が

参
加
。教
育
委
員
会
職
員
の
案
内
で

和
館
を
見
学
中
、文
庫
蔵
へ
の
渡
り

廊
下
付
近
か
ら
出
火
、教
委
職
員
、

地
域
住
民
及
び
消
防
署
、団
が
連
携

し
て
避
難
誘
導
・
消
火
に
当
た
る
と

い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１
１
９
番
通
報
後
、来
館
者
の
避

難
誘
導
、
消
火
器
・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

で
の
初
期
消
火
、
消
防
署
・
団
に
よ

る
消
火
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
訓
練
終
了
後
に
は
、消
防
署
員
か

ら
地
域
住
民
を
対
象
に
消
火
栓
を

使
用
し
た
放
水
要
領
、住
宅
用
火
災

警
報
機
の
設
置
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
域

の
文
化
財
を
守
ろ
う
と
、真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
訓
練
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　
文
化
財
防
火
デ
ー 

「
火
災
想
定
訓
練
」 

▲国指定重要文化財・金家住宅で行

われた防火訓練。消防署・団をはじ

め多くの地域住民が参加しました 
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